
工事箇所

図面番号

工　種

種　別

三　　次　　市

名河川
路線

縮 尺 図 示

号

番

1
1

側面図

路面平面図

50 50 桁長　25800 50 70

50 桁長　25800 50 桁長　25800 桁長　25000 70

橋長　76820

径間長　25875 径間長　25850 径間長　25095

A1 P1 P2 A2

5
1
0
0

5
5
0

4
0
0
0

5
5
0

桁長　25000桁長　25800

起 点 側 終 点 側

上流側

下流側

起 点 側

P1 P2 A2

終 点 側

径間長　25875 径間長　25850 径間長　25095

橋長 76820

鋼製高欄

50

A1

馬掴橋　補修一般図 S=1/150

82
°
40
′

330支間長　24295375 支間長　25050支間長　25125 375 375 375300

400 1000 400

300 支間長　25125 375 375 支間長　25050 375 375 支間長　24295 330

ひ び わ れ 注 入 工

モ ル タ ル 欠 損 進 行 抑 制

塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ
塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ 塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ 塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ 塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ

伸 縮 装 置 更 新 工 伸 縮 装 置 更 新 工 伸 縮 装 置 更 新 工 伸 縮 装 置 更 新 工

排 水 管 ・ 取 付 金 具 更 新 工 排 水 管 ・ 取 付 金 具 更 新 工 排 水 管 ・ 取 付 金 具 更 新 工 排 水 管 ・ 取 付 金 具 更 新 工

排 水 管 ・ 取 付 金 具 更 新 工排 水 管 ・ 取 付 金 具 更 新 工排 水 管 ・ 取 付 金 具 更 新 工排 水 管 ・ 取 付 金 具 更 新 工

ひ び わ れ 注 入 工

2200

5
5
0
0

2200

5
5
0
0

1400 1400

1000

馬掴橋　補修一般図

上部工断面図 S=1/50

上流側 下流側

(桁端部)(支間中央部)

5 5 0 4 0 0 0 5 5 0

5 1 0 0

鋼製高欄 鋼製高欄

水道管 φ150

1 5 0 1 5 0

5 1 0 0

7 5 0 7 5 0

G 1 G 3

コンクリート舗装 
tmin=50

9
0

2 . 0 % 2 . 0 %5
0 2
5
0

5
0 2
5
0

1
1
5
0

2 @ 1 8 0 0 = 3 6 0 0

補修項目一覧表

補修項目 補修部位 損傷(方針) 摘　要部材工

支承工

ひびわれ注入工 A1パラペット・P1橋座 初期ひびわれ(進展抑制対策) 注入用ポリマーセメント

断面修復工 P2梁下面 うき・欠損(損傷修復対策) ポリマーセメントモルタル

モルタル欠損

塗布型コーティング 表層コーティング対策(HBコート相当)

伸縮装置工 伸縮装置更新工 伸縮ゴム目地部 経年劣化(止水性能回復) 突合せジョイントゴム部再充填(SM工法相当)

排水工 排水管・取付金具更新工 排水管・取付金具 腐食(取り換え更新対策) 鋼管切断塩ビ管継手接続・金具取換え

地覆工
断面修復工

地覆下面 かぶり不足(鉄筋腐食抑制対策)
ポリマーセメントモルタル

5500

100035001000

7502000750

上流側下流側

断面修復工 断面修復工

背面図

P2橋脚

断面修復工 断面修復工

水 切 り 設 置 工 水 切 り 設 置 工

下部工
橋　台

橋　脚

オゾン劣化(劣化進行遅延対策)

うき・欠損(進展抑制対策)

ゴム支承

A1橋台支承モルタル
ポリマーセメントモルタル

注入用ポリマーセメント

後付け水切材設置(特殊ゴム系材料)水切り設置工

S=1/50



工事箇所

図面番号

工　種

種　別

三　　次　　市

名河川
路線

縮 尺 図 示

号

番

5
1

損 傷 凡 例損 傷 凡 例
ひびわれ(0.2mm未満)

ひびわれ(0.2～1.0mm未満)

ひびわれ(1.0～2.0mm未満)

ひびわれ(2.0～5.0mm未満)

ひびわれ(5.0mm以上)

0.2

0.1

2.0

1.0

5.0

図中の数値は幅×長さ(m)を示す。

変形・欠損

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

剥落・鉄筋露出

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

0.40*0.20

0.40*0.20

0.40*0.20

浮き・剥離

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

変色・劣化

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。 0.40*0.20

ひびわれ(遊離石灰)

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

遊離石灰

図中の数値は幅×長さ(m)を示す。 0.30*0.10

錆汁混じり遊離石灰

0.30*0.10

漏水・滞水

0.40*0.20図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

0.40*0.20

防食機能の劣化

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

豆　　　板

0.40*0.20図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

腐食

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

馬掴橋 補修図(その1)

馬掴橋 補修図(その1) S=1:50

上流側

下流側

A1

山 側

P1

美 波 羅 橋 側

G1

G2

G3 G
3
桁

G
1
桁

側
面

下
面

側
面

側
面

下
面

側
面

3)地覆:鉄筋露出
4)地覆:浮き1.20*0.15 0.10*0.10

0.30*0.15
0.40*0.15

6)地覆:鉄筋露出

5)地覆:浮き

0.20*0.151)地覆:浮き

排水管:腐食

排水管:腐食
0.30*0.10

2)地覆:浮き・鉄筋露出

上流側

下流側

G
3
桁

G
1
桁

側
面

下
面

側
面

側
面

下
面

側
面

P1

山 側

P2

美 波 羅 橋 側

G1

G2

G3

7)地覆:浮き

8)地覆:浮き

排水管:腐食 排水管腐食

10)地覆:鉄筋露出

排水管:腐食排水管:腐食
0.90*0.10

1.20*0.10
0.20*0.10

0.25*0.10

9)地覆:浮き

A 1 ～ P 1 径 間 展 開 図

P 1 ～ P 2 径 間 展 開 図



工事箇所

図面番号

工　種

種　別

三　　次　　市

名河川
路線

縮 尺 図 示

号

番

5
2

馬掴橋 補修図(その2)

馬掴橋 補修図(その2) S=1:50

上流側

下流側

G1

G2

G3

G
3
桁

G
1
桁

側
面

下
面

側
面

側
面

下
面

側
面

P2

山 側

A2

美 波 羅 橋 側

地覆:鉄筋露出 13)地覆:鉄筋露出
排水管:腐食

排水管:腐食

11)地覆:鉄筋露出

12)地覆:鉄筋露出0.10*0.10

0.10*0.10

0.10*0.10 0.10*0.10

P1橋脚側A2橋台側

3
85

0

8
00

3
50

2
70

0

2200

700800700

350350

側面展開図

1500

(1500/2)π

   2356

1500

5500

2
7
0
0

3
5
0

8
0
0

100035001000

3
8
5
0

7502000750

背面図

上流側下流側

14)梁:浮き

0.60*0.50

15)梁:欠損

0.20*0.20

P2橋脚

P 2 ～ A 2 径 間 展 開 図

損 傷 凡 例損 傷 凡 例
ひびわれ(0.2mm未満)

ひびわれ(0.2～1.0mm未満)

ひびわれ(1.0～2.0mm未満)

ひびわれ(2.0～5.0mm未満)

ひびわれ(5.0mm以上)

0.2

0.1

2.0

1.0

5.0

図中の数値は幅×長さ(m)を示す。

変形・欠損

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

剥落・鉄筋露出

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

0.40*0.20

0.40*0.20

0.40*0.20

浮き・剥離

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

変色・劣化

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。 0.40*0.20

ひびわれ(遊離石灰)

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

遊離石灰

図中の数値は幅×長さ(m)を示す。 0.30*0.10

錆汁混じり遊離石灰

0.30*0.10

漏水・滞水

0.40*0.20図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

0.40*0.20

防食機能の劣化

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

豆　　　板

0.40*0.20図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

腐食

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。



工事箇所

図面番号

工　種

種　別

三　　次　　市

名河川
路線

縮 尺 図 示

号

番

5
3

馬掴橋 補修図(その3)

馬掴橋 補修図(その3) S=1:50

正面図
(下流側)

側面図
(上流側)

側面図正面図

525

9
80

1
54

0

2
52

0

2
5
2
0

9
8
0

1
5
4
0

1400

400 1000

400 600

5142

555 4032 555

2
5
0

2
5
0

正面図

下流側 上流側

525

2
5
2
0

9
8
0

1
5
4
0

1400

4001000

400600
4
00

1
00

01
40

0

沓座平面図
注 ) （  ） 内 は 橋 軸 基 準 の 数 値 を 示 す 。

5142
下流側 上流側

8 2 °
4 0 ′

G 1G 2G 3

<1>胸壁:ひびわれ

   L=1.5

0.3

A部

ゴム支承:ひびわれ

L=0.03

5500

2
8
0
0

3
5
0

8
0
0

1000 3500 1000

3
9
5
0

750 2000 750

正面図

上流側 下流側

2200

700 800 700

350 3501500

1500

(1500/2)π

   2356

3
95

0

8
00

3
50

2
80

0

側面展開図

A1橋台側 P2橋脚側

沓座平面図

2
2
0
0

上流側 下流側

G 2

G 2

A
1橋

台
側

P
2橋

脚
側

G 3

G 3

G 1

G 1

ゴム支承:ひびわれ
L=0.25

5500

※ 支 承 ひ び わ れ は オ ゾ ン ク ラ ッ ク で あ り 経 年 に 伴 う
　 影 響 で あ り 全 ゴ ム 支 承 に て 保 護 対 策 を 講 じ る 。

A1橋台 P1橋脚

<3>梁:ひびわれ

L=0.6

0.2 0.2

<4>梁:ひびわれ

L=0.7

A部詳細図 S=1:20

G1 上流側下流側

0.40*0.20

16)モルタル:欠損

0.40*0.20

パラペット側

P
1橋

脚
側

16)モルタル:欠損

損 傷 凡 例損 傷 凡 例
ひびわれ(0.2mm未満)

ひびわれ(0.2～1.0mm未満)

ひびわれ(1.0～2.0mm未満)

ひびわれ(2.0～5.0mm未満)

ひびわれ(5.0mm以上)

0.2

0.1

2.0

1.0

5.0

図中の数値は幅×長さ(m)を示す。

変形・欠損

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

剥落・鉄筋露出

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

0.40*0.20

0.40*0.20

0.40*0.20

浮き・剥離

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

変色・劣化

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。 0.40*0.20

ひびわれ(遊離石灰)

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

遊離石灰

図中の数値は幅×長さ(m)を示す。 0.30*0.10

錆汁混じり遊離石灰

0.30*0.10

漏水・滞水

0.40*0.20図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

0.40*0.20

防食機能の劣化

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

豆　　　板

0.40*0.20図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

腐食

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。



工事箇所

図面番号

工　種

種　別

三　　次　　市

名河川
路線

縮 尺 図 示

号

番

5
4

施工フロー

注　入

ひび割れ面シール・養生

注入用パイプセット

終　了

パイプ・シール材撤去

ひび割れ部の清掃

開　始

ひび割れ調査

パイプ間隔確認

1.シール範囲は施工前に下地処理を行うこと。

2.下地処理後はエアー清掃などで付着した粉塵等を十分除去すること。

注記)

ひび割れ

2
50

mm
程

度

工　　　種 仕　　　　様

主要材料表

注入用ポリマーセメント

ひ び 割 れ 注 入 工 詳 細 図

ひびわれ注入工

注入用座金及び注入器

注入用ポリマーセメント
注入用座金及び注入器

エポキシ樹脂シール材

ひび割れ

0.2mm以上

注入用ポリマーセメント

注入座金(注入部位)

※ドライアウト防止のための先行注入材には亜硝酸リチウムを適用する。

馬掴橋 補修図(その4)

A 1 橋 台
A 2 橋 台

※亜硝酸リチウム先行注入材

※亜硝酸リチウム先行注入材

4
00

1
00

01
40

0

沓座平面図

5142
下流側 上流側

8 2 °
4 0 ′

G 1G 2G 3
A部

P 1 橋 脚 P 2 橋 脚

馬掴橋 補修図(その4)

※ 2 ) （ 地 覆 下 面 ） 6 0 m m ≒ 3 0 m m ( か ぶ り )  +  1 3 m m ( 鉄 筋 径 )  +  1 3 m m 程 度 (背 面 余 裕 )

注 ） 下 記 に 想 定 補 修 断 面 厚 を 算 出 す る 。

　 　 ま た 、 は つ り 時 に お い て 鉄 筋 腐 食 が 著 し く 損 傷 し て い る

　 　 場 合 に は 、 同 径 以 上 の 鉄 筋 で 更 新 す る こ と 。

　 　

復旧図

（左官工法）

プライマー塗布　

ポリマーセメントモルタル充填

露出鉄筋 鉄筋防錆材塗布

90mm

1 0 m m

フ ェ ザ ー エ ッ ジ 対 策

断面修復工詳細図

開　始

損傷面のチッピング

鉄筋の錆落とし・清掃

鉄筋表面に防錆材塗布

コンクリート面にプライマー塗布

断面修復材を充填

養　生

鉄筋が露出している場合
鉄
筋
が
露
出
し
て
な
い
場
合

終　了

3 0 m m 以 上

か ぶ り

施工フロー

地覆下面

プライマー塗布　

ポリマーセメントモルタル充填

露出鉄筋 鉄筋防錆材塗布

130mm

7 0 m m 以 上

か ぶ り

橋脚梁部

工　　　種

断 面 修 復 工
ポリマーセメントモルタル材
(NEXCO 断面修復材品質規格適合)

仕　　　　様

材 料 表

新旧打継用エポキシ系接着剤相当プライマー

エポキシ樹脂系錆転換形防錆剤相当
(NEXCO 鉄筋防錆剤品質規格適合)鉄筋防錆材

※ 1 ) （ 橋 脚 梁 部 ） 1 3 0 m m≒ 7 9 m m ( 調 査 か ぶ り 厚 )  +  1 9 m m + 1 6 m m ( 鉄 筋 径 )  +  1 6 m m 程 度 (背 面 余 裕 )

注 ） 橋 脚 梁 部 に お い て は 、 か ぶ り 厚 7 0 m m以 上 ( は つ り 調 査 時 に て 7 9 m m )

　 　 を 確 保 し 右 図 の よ う に 構 造 面 に 合 わ せ 対 策 す る こ と 。

　 　 地 覆 下 面 に お い て は 、 か ぶ り 不 足 で 鉄 筋 露 出 は 表 面 的 で あ る た め

　 　 左 図 の よ う に 余 盛 し か ぶ り 厚 3 0 m m以 上 を 確 保 す る こ と 。

注 ） ひ び わ れ 延 長

　 　 1 9 6 0 m m = 5 9 0 m m  *  2  +  3 9 0 m m  *  2

　 　 充 填 材 料

　 　 0 . 0 0 0 2 3 m 3 = 0 . 5 9 0 m  *  0 . 3 9 0 m  *  0 . 0 0 1 m

370

250

X
3
0

370

250

1
0

6
0

断 面 図

( B  -  B )

A1橋台側 P2橋脚側

断 面 図

( C  -  C )

P1橋脚側 A2橋台側

60 60 60 60

370

250

X
5
0

60 60

390

250

Y
7
0

70 70

支承オゾン劣化塗布型コーティング対策 S=1:20

2径間目

支承中心線

570

3
7
0

450

2
5
0

570

3
7
0

450

2
5
0

1径間目

支承中心線

B

B

7
0
3

2
2
0
0

7
9
4

7
0
3

A
1橋

台
側

P
2橋

脚
側

平 面 図

P
1橋

脚
側

A
2橋

台
側

平 面 図

6
0

6
0

60
60

6
0

6
0

60
60

3径間目

支承中心線

570

3
7
0

450

2
5
0

2径間目

支承中心線

C

C

7
0
3

2
2
0
0

7
9
4

7
0
3

6
0

6
0

60
60

590

3
9
0

450

2
5
0

70
70

7
0

7
0

支承中心線

パラペット前面

6
5
3

3
4
7

1
0
0
0

A

A

590

3
9
0

390

250

9
0

2
0

7
0

断 面 図

( A  -  A )

断 面 図

平 面 図

支承中心線

パラペット前面

6
0
3

3
9
7

1
0
0
0

D

D
600

4
0
0

450

2
5
0

400

250

4
5

4
5

断 面 図
( D  -  D )
断 面 図

平 面 図

82°
40′

82°40′

590

3
9
0

70 450 70

7
0

2
5
0

7
0

70 70

7
5

7
5

75
75

75 75

塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ

塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ 塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ

塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ

塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ 塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ 塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ 塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ

(ゴム支承 □250 x 450 t=変化)

A部詳細図 S=1:20

G1 上流側下流側

0.40*0.20

16)モルタル:欠損

モルタル:欠損

0.40*0.20 t=20mm(断面修復工)

ひ び わ れ 注 入 器

シ ー リ ン グ 材

支承モルタル欠損対策

S=1:50

a

a

a  -  a
S=1:5断面図

入 隅 座 金

ひ び わ れ 注 入 器

5 9 0

充 填 材 注 入



工事箇所

図面番号

工　種

種　別

三　　次　　市

名河川
路線

縮 尺 図 示

号

番

5
5

B 部 詳 細 図

下地処理

注）1.断面修復が必要な部位において先行修復後、ディスクサンダーまたはブラシ等

      によるケレンを行い、コンクリート表面の塵埃、油脂等の汚れを除去すること。

    2.接着剤を塗った水切り材をコンクリート表面に押し付けて取り付けること。

　　3.コンクリート表面に汚れが残ると接着不良を起こすので、下地処理は

      適切に行うこと。

後付け型水切り材

接着剤

2 5

1
5

上 流 側 下 流 側 計

水 切 工 7 6 . 6 0 0 m 1 5 3 . 2 m

水切設置工数量表

7 6 . 6 0 0 m

ゴム劣化取換工法

伸 縮 目 地 材

（ ゴ ム 性 ）

後 打 ち コ ン ク リ ― ト

舗 装舗 装

1 0 1 07 0 m m

ゴ ム 劣 化 取 換 工 法

舗 装舗 装

1 0 1 07 0 m m

バ ッ ク ア ッ プ 材

※
2
0

3
5

施 工 フ ロ ー

既設伸縮目地撤去

充填材料混合攪拌・充填

プライマー塗布

終　了

養　生

開　始

充填完了

※養生は充填完了後

　1時間程度養生

バックアップ材設置

施 工 フ ロ ー

鋼管切断

既存取付金具撤去

継手ジョイント設置

終　了

排水管設置

開　始

取付金具設置

塩ビ管設置

※ボルト流用

※寸法は地覆部を示す。

実 遊 間

ゴム劣化取換平面図

50 50 桁長　25800 50 70

橋長　76820

径間長　25875 径間長　25850 径間長　25095

A1 P1 P2 A2

5
1
0
0

5
5
0

4
0
0
0

5
5
0

桁長　25000桁長　25800

起 点 側 終 点 側

上流側

下流側

82
°
40
′

5
5
0
0

5
5
0
0

300 支間長　25125 375 375 支間長　25050 375 375 支間長　24295 330

5
5
5

4
0
3
3

5
5
5

5
5
5

4
0
3
3

5
5
5

5
5
5

4
0
3
3

5
5
5

3
0
3

4
5
1
6

3
2
3

380
90
250 260

90
260 340

90
300 250

90

390

排 水 管 ・ 取 付 金 具 更 新 工

排 水 管 ・ 取 付 金 具 更 新 工

排 水 管 ・ 取 付 金 具 更 新 工

排 水 管 ・ 取 付 金 具 更 新 工排 水 管 ・ 取 付 金 具 更 新 工

排 水 管 ・ 取 付 金 具 更 新 工

馬掴橋 補修図(その5)

S=1/150

S=1/3

馬掴橋 補修図(その5)

断面図 S=1/50

上流側 下流側

(桁端部)(支間中央部)

5 5 0 4 0 0 0 5 5 0

5 1 0 0

1 5 0 1 5 0

5 1 0 0

7 5 0 7 5 0

G 1 G 3

コンクリート舗装 
tmin=50

9
0

2 . 0 % 2 . 0 %5
0 2
5
0

5
0 2
5
0

5
2
0

5
2
0

2 @ 1 8 0 0 = 3 6 0 0

排水管取換更新工

S=1/20

9
70

2
00

7
0

既設排水管(鋼管)

φ114<外形>

取付金具

正面図

6
0

S=1/20正面図

水切り設置工

伸縮装置更新工

S=1/1

1 0 7 相 当

排水管(VP100)

φ114<外形>

1
17

0(
塩

ビ
管

延
長

:
調

整
切

断
)継手ジョイント

S=1/5新規取付金具

200

1
07

相
当

φ
1 1

4

長 孔 2 0 x 4 0
4 0

B

水 切 設 置 工 　 　 　 　

( 後 付 け 型 水 切 り 材 )

 9 . は つ り 面 に 凹 凸 が あ る 場 合 は 既 設 コ ン ク リ ー ト 面 と

注 記 ）

1 . 本 図 面 は 、 調 査 結 果 を も と に 作 成 し た 図 面 で あ る 。

  そ の 後 、 鉄 筋 背 面 ま で 隙 間 な く コ ン ク リ ー ト の 充 填 を 行 う こ と 。

2 . 施 工 時 に は 、 天 候 に 十 分 注 意 を す る こ と 。

3 . 補 修 工 事 に 当 り 、 寸 法 等 は 再 度 現 地 検 測 を 行 っ て

  確 認 す る こ と 。

4 . は つ り 後 、 鉄 筋 発 錆 が あ る 場 合 は 、 ワ イ ヤ ー ブ ラ シ 等 で 錆 を

5 . は つ り 断 面 は フ ェ ザ ー エ ッ ジ を 形 成 し な い 様 、

  注 意 す る こ と 。

8 . 防 錆 材 は 塗 り 残 し が な い よ う 入 念 に 行 う こ と 。

   修 復 材 と の 間 に 空 隙 が 残 ら な い 様 に 適 切 な 処 置 を 行 う こ と 。

  落 と し 防 錆 材 塗 布 す る 。 又 、 必 要 に 応 じ て 鉄 筋 を 交 換 す る 。

1 0 .コ ン ク リ ー ト の は つ り 作 業 時 に お い て 補 修 材 及 び

   は つ り 殻 等 の 落 下 を 防 ぐ よ う 防 護 す る こ と 。

7 . ひ び わ れ 注 入 材 は 湿 潤 注 入 と な る た め 亜 硝 酸 リ チ ウ ム ( 4 0 % )水 溶

  液 を 先 行 注 入 す る こ と 。 ま た 、 遊 離 石 灰 に て ひ び わ れ が 充 填 さ れ

  て い る 場 合 は 、 グ ラ イ ン ダ ー 等 で 表 面 上 の 遊 離 石 灰 を 除 去 す る こ と 。

1 1 .そ の 他 予 期 し な い 損 傷 お よ び 補 修 対 策 を 施 す こ と が 困 難 な

   場 合 は 発 注 者 と 協 議 し 対 策 を 講 じ る こ と 。

注）1.排水金具業者受注前は再度採寸し受注すること。

    2.図示する取付金具は参考であり、鋼材厚等は業者にて調製し耐荷性に対応する形状とすること。

　　3.材質は防錆対策を講じた材料および塗装を選定すること。
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図面番号

工　種

種　別

三　　次　　市

名河川
路線

縮 尺 図 示

号

番

1
1

側面図

路面平面図

50 50 桁長　25800 50 70

50 桁長　25800 50 桁長　25800 桁長　25000 70

橋長　76820

径間長　25875 径間長　25850 径間長　25095

A1 P1 P2 A2

5
1
0
0

5
5
0

4
0
0
0

5
5
0

桁長　25000桁長　25800

起 点 側 終 点 側

上流側

下流側

起 点 側

P1 P2 A2

終 点 側

径間長　25875 径間長　25850 径間長　25095

橋長 76820

鋼製高欄

50

A1

(馬掴橋)仮設計画図（参考図）S=1/150

82
°
40
′

330支間長　24295375 支間長　25050支間長　25125 375 375 375300

380

400 1000 400

300 支間長　25125 375 375 支間長　25050 375 375 支間長　24295 330

4
90

0

4
50

0

5
80

0

1 5 0 0 1 5 0 0 1 5 0 01 5 0 0

橋 脚 回 り 足 場 橋 脚 回 り 足 場橋 梁 地 覆 補 修 工 用 足 場

橋 梁 地 覆 補 修 工 用 足 場

橋 梁 地 覆 補 修 工 用 足 場

橋 脚 回 り 足 場
橋 脚 回 り 足 場

5
5
0
0

5
5
0
0

1400 1400

1000

(馬掴橋)仮設計画図(参考図)

1500
15002200

1500
15002200

上部工断面図 S=1/50

上流側 下流側

(桁端部)(支間中央部)

5 5 0 4 0 0 0 5 5 0

1 5 0

7 5 0 7 5 0

G 1 G 3

コンクリート舗装 
tmin=50

2
5
0

1
1
5
0

2 @ 1 8 0 0 = 3 6 0 01 5 5 0 1 5 5 0

シ ー ト 板 張 り 防 護

8 0 08 0 0 5 1 0 0

足 場 板

注記）

1.本図面は、既存資料及び現地寸法調査にて作成した図面である。

2.補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

3.渇水期に施工を施し、施工時には水位等を考慮し足場工法を再検討すること。

  また、アンカー打込みに関しては、既設鋼材との干渉を避け、最小限となるよう

　配慮・検討を講じること。

橋梁地覆補修工用足場:タイプE

単位 数　量位　置 式

A1-A2径間 地覆側面 237.8m2

備　考

76.700 x 1.550 x 2カ所

橋梁架設工事の積算

シート張防護工

　+ 板張防護工

橋脚回り足場:タイプF

単位 数　量位　置 式

P1・P2橋脚回り 33.0m2

備　考

5.500 x 1.500 x 4カ所

橋梁架設工事の積算

シート張防護工

　+ 板張防護工


